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の医工連携戦略のための行動指針を示す第 2 の理論枠組みを構築し、これら 2 つ
の理論枠組みをもって大学病院の医工連携戦略を構築するための実証研究に取り
組むことを目的とした。  























































化したのが Adner and Kapoor（2010）と Iansiti and Levien（2004）である。  
 Adner and Kapoor（2010）は、エコシステムにおける多主体間のイノベーシ









これを踏まえた大学病院の行動指針を示すための第 2 の理論枠組みからなる。  





うな 2 つの理論の課題は、クラスターの地理的近接性と範囲の拡張という 2 つの
概念がトレードオフ（二項対立）の関係として捉えられているために生じている。  
 そこで、第 1 の理論枠組みでは、クラスター理論における地理的近接性の概念
と、エコシステム理論における範囲の拡張の概念を総合的に再定式化する理論的











の 2 者のみではエコシステムの特徴である多主体的な視点が活かしきれない。  















































 第 5 章では、第 4 章のリサーチ・デザインを基に、浜松地域（浜松医科大学医
学部附属病院）、信州地域（信州大学医学部附属病院）、岡山地域（岡山大学病院）
















































































































 本研究の理論的含意、すなわち先行理論に対する貢献は 2 つある。第 1 に、ク
ラスター理論における地理的近接性とエコシステム理論における範囲の拡張を、
二項対立ではなく相互補完する関係と捉え、クラスター理論とエコシステム理論
を総合的に再定式化した第 1 の理論枠組みを構築したことである。第 2 に、クラ
スターにおけるイノベーションの様相を捉える第 1 の理論枠組みを踏まえ、
Adner and Kapoor（2010）による価値創出の枠組みの多主体的な視点を活かし
つつ、クラスターの中心的存在の戦略方針を Iansiti and Levien（2004）のキー
ストーン戦略をベースに検討するという両研究の総合的な補完により、クラスタ






















討の余地が残されていることである。第 4 に、本研究の事例研究では 3 地域しか
対象となっておらず、かつヒアリング面談が 1 回しか行われていないため、理論
的・実践的含意を一般化することは困難なことである。第 5 に、本研究では事例
研究がヒアリング面談時点における定点比較となっており、本来であれば、本事
例研究において大学病院の歴史的・経時的な変遷を追うべきであり、どのような
経緯で大学病院が資産としての組織能力を培ったかという検討が必要になること
である。これらの課題について、さらなる理論的検討、事例研究の深化・追加実
施、詳細な検証が必要になり、これらは今後の研究課題として受け止めている。  
